藤井寺市地域福祉に関するアンケート調査について資料２


[bookmark: _Toc436048264]Ⅰ　実施概要
１．調査の目的
令和７年度末で「第４期藤井寺市地域福祉計画」の計画期間が終了となることから、「第５期藤井寺市地域福祉計画」の策定に向けて、市民の地域生活における課題や地域福祉に対する意識、福祉関係者の活動状況や課題等を把握し、計画の基礎資料とするために実施した。

[bookmark: _Toc436048265]２．調査設計
	
	市民アンケート
	福祉関係者アンケート

	調査対象
	藤井寺市在住の18歳以上の男女より
無作為抽出
	藤井寺市の福祉関係者（社協職員・区長・福祉委員・民生委員児童委員・ボランティア・PTA）

	対象者数
	2,500人
	500人

	調査方法
	郵送配付－郵送・ＷＥＢ回収（調査期間中にお礼状兼督促状１回送付）

	調査期間
	令和７(2025)年８月12日（火）～８月29日（金）



３．回収状況
	
	対象者数
	有効回収数
	
	
	有効回答率

	
	
	
	紙回答
	ＷＥＢ回答
	

	市民アンケート
	2,500
	1,121
	806
	315
	44.8％

	福祉関係者アンケート
	500
	357
	281
	76
	71.4％


（参考）令和２(2020)年調査回収率／市民：41.6％、福祉関係者：68.6％

４．報告書を見る際の注意事項
○回答は各質問の回答者数（n）を基数とした百分率（％）で示してある。
〇１つの質問に２つ以上回答できる複数回答可能の設問については、内訳の合計が100.0％を越える場合がある。
○小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が100.0％にならない場合がある。
○グラフ等の記載にあたっては、調査票の選択肢の文言を一部省略している場合がある。
〇サンプル数が少ないものについては、コメントを割愛している。

Ⅱ　調査結果（抜粋）
1． 市民アンケート
1 近所づきあいの状況
· 近所づきあいの状況では、「あいさつする程度」が半数を超えて最も高く、次いで「立ち話や情報の交換をする」（25.8％）と続いており、９割近くの人は近所づきあいをしている。
· 近所づきあいをしていない人の理由では、「仕事などで家をあけることが多く、知りあう機会がない」が半数を超えて最も多くなっている。
· 近所づきあいの満足度では『満足している』（「満足している」＋「ほぼ満足している」）が８割を超えて高くなっている。
[image: ]【近所づきあいをしていない理由】
【近所づきあいの状況】

[image: ]【近所づきあいの満足度】
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2 地域活動への参加状況
· 地域活動への参加状況では、『協力している』（「進んで参加・協力している」＋「機会があれば、参加・協力している」）は４割近くを占め、『参加している』（『協力している』＋「参加することはあるが、協力することはあまりない」）は約半数となっている。
· 「関心はあるが、参加していない」（26.7％）と回答した人の理由では、「仕事を持っているので時間がない」が半数を超えて最も高く、次いで「興味の持てる活動が見つからない」（20.1％）の順となっている。
【地域活動への参加状況】

[image: ]【地域活動に参加していない理由】
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3 地域福祉に関する情報入手について
· 地域福祉に関する情報入手については、『得ることができていない』（「あまり得ることができていない」＋「ほとんど得ることができていない」）が７割以上を占めている。
· 福祉サービスに関する情報の入手手段では、現在の入手方法・希望する入手方法ともに「市広報」が最も高くなっている。また、希望する入手方法で「インターネット」や「ＳＮＳ（LINE、Ｘなど）」が現在の入手方法に比べて大きく上回っている。
【地域福祉に関する情報入手の充足感】

[image: ]【福祉サービスに関する情報の入手手段】
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4 相談について
· 家族以外の相談先では、「知人、友人」が７割近くを占めて最も高く、次いで「市役所」が３割を超えている。また、「どこに相談したらよいかわからない」が約１割を占めている。
· 福祉に関する相談窓口で困ったことの有無では、「ない」が約９割を占めており、「ある」は7.9％となっている。相談窓口で困った理由では「相談したい内容がいろいろな分野にまたがり１つの相談窓口では解決できなかったから」が半数近くを占めて最も高くなっている。
【家族以外の相談先】

[image: ]【福祉に関する相談窓口で困ったことの有無】


[image: ]【相談窓口で困った理由】
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5 共助について
· 共助の必要性については、『必要だと思う』（「とても必要だと思う」＋「ある程度必要だと思う」）が８割を超えて高くなっている。
【共助の必要性】

[image: ]

6 まちへの愛着について
· [bookmark: _GoBack]「自分のまち」に対する愛着感については、『愛着を感じている』（「大変愛着を感じている」＋「どちらかというと愛着を感じている」）が８割近くを占めている一方で、『愛着を感じていない』（「どちらかというと愛着を感じていない」＋「まったく愛着を感じていない」）は約２割となっている。
【「自分のまち」に対する愛着感】

[image: ]

7 社会福祉協議会について
· 社会福祉協議会の活動に対する認知度については、「名前は聞いたことがあるが、活動内容はよく知らない」が４割を超えて最も高く、「名前も活動内容もよく知っている」は約１割となっている。
· 社会福祉協議会に期待することでは、「福祉に関する総合相談サービスの充実」が約４割を占めて最も高く、次いで「高齢者や障害のある人などが、地域で生活するための自立支援」（32.4％）、「介護保険や障害福祉サービス以外の在宅福祉サービスの充実」（28.1％）、「福祉に関する情報提供の充実（インターネットなどを含む）」（28.0％）の順となっている。
【社会福祉協議会の活動に対する認知度】

[image: ]
【社会福祉協議会に期待すること】
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